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や
は
た
整
骨
院

八
幡
　
晋
さ
ん

テ
ア
シ
ス
院
長

大
向
克
昌
さ
ん

〜
３
回
で
Ｏ
Ｋ
、
時
間
・

場
所
を
選
ば
ず
に
気
軽
に

続
け
る
こ
と
が
肝
要
だ
と

説
明
が
あ
っ
た
。

　

教
室
終
了
後
は
受
講
者

各
自
が
自
身
の
悩
み
、
現

況
を
大
向
さ
ん
に
話
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
い

た
。
腰
痛
や
膝
痛
の
悩
み

を
抱
え
て
い
て
も
、
整
骨

院
や
整
体
院
を
訪
れ
る
の

を
躊
躇
す
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
。
ま
ず
は
体
操
教
室

を
体
験
し
て
、
本
格
的
な

治
療
に
進
む
の
が
得
策

だ
。

　

次
回
の
予
防
体
操
教
室

の
開
催
は
、
８
月
10
日
14

時
〜
と
８
月
28
日
10
時

〜
。
テ
ー
マ
は
「
腰
痛
」、

会
場
は
菱
屋
西
公
民
分
館

永
和
分
室
。 （
小
川
秀
人
）

り
効
果
は
期
待
で
き
な

い
。

　

実
技
の
体
操
教
室
で

は
、
腰
痛
の
改
善
法
を
９

人
全
員
に
個
別
指
導
し

た
。
①
胸
式
呼
吸
が
大
事

な
こ
と
、
②
骨
盤
を
持
ち

上
げ
る
運
動
、
③
椅
子
に

つ
か
ま
り
身
体
を
上
下
さ

せ
る
。
い
ず
れ
も
毎
日
２

処
に
も
有
効
と
の
こ
と

で
、
現
在
活
動
メ
ン
バ
ー

が
80
人
い
る
そ
う
だ
。
病

院
や
学
校
関
係
か
ら
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
膝
痛
と
サ
ヨ
ナ

ラ
す
る
方
法
の
説
明
が

あ
っ
た
。
膝
痛
の
原
因
は　

①
軟
骨
減
少
の
せ
い
で
も

な
い
、
②
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

が
必
要
で
も
な
い
、
③
筋

力
不
足
・
加
齢
の
せ
い
で

も
な
い
、
④
や
せ
な
い
と

治
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
で
は
、
そ
の
改
善
法

は
？　

身
体
全
体
の
歪
み

を
治
す
こ
と
。
膝
痛
は
ハ

ム
ス
ト
リ
ン
グ
（
下
肢
後

面
を
作
る
筋
肉
の
総
称
）

の
バ
ラ
ン
ス
に
問
題
が
あ

る
。
ポ
イ
ン
ト
は
ハ
ム
ス

ト
リ
ン
グ
に
尽
き
る
と
の

こ
と
だ
。

　

や
は
た
整
骨
院
で
診

察
・
施
術
し
て
も
ら
う
の

が
一
番
の
早
道
だ
ろ
う
。

　

次
回
の
予
防
体
操
教
室

の
開
催
予
定
日
は
、
８
月

１
日
。「
腰
痛
編
」
日
下

市
民
プ
ラ
ザ
第
２
会
議
室

（
東
大
阪
市
日
下
町
３
―
１
―
７
）
で
開
催
。

幡
晋す

す
むさ
ん
（
41
）
＝
写

真
＝
が
担
当
。
八
幡
さ
ん

は
柔
道
整
復
師
で
あ
り
、

14
年
間
の
臨
床
経
験
を
経

て
５
年
前
に
整
骨
院
を
開

業
し
た
。

　

受
講
者
は
11
人
の
高
齢

者
だ
っ
た
が
、
八
幡
さ
ん

の
映
像
を
用
い
た
説
明
に

熱
心
に
聞
き
入
り
し
き
り

に
う
な
ず
い
て
い
た
。
座

学
の
後
は
会
場
い
っ
ぱ
い

に
マ
ッ
ト
レ
ス
を
敷
き
詰

め
て
実
技
指
導
に
入
り
、

受
講
者
各
自
に
丁
寧
な
説

明
が
さ
れ
た
。

　

八
幡
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
難
病
を
抱
え
た
患
者
の

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
の

施
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
肩

こ
り
・
膝
痛
・
腰
痛
の
対

　

ね
ぎ
蔵
こ
と
根
岸
健
太

郎
さ
ん
（
42
）
が
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
ｆ

ｍ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
の

番
組
「
ワ
イ

ガ
ー
ヤ
！
」

に
、
本
紙
社

長
の
小
野
元

裕
が
出
演
し

収
録
し
た
。

ゲ
ス
ト
を
迎

え
、
30
分
間

ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
お

し
ゃ
べ
り
す

る
番
組
で
、

毎
週
金
曜
日
20
時
30
分
〜

21
時
（
再
放
送
毎
週
土
曜

日
13
時
30
分
〜
14
時
）
放

送
。
ぷ
り
ん
Ｓ，
企
画
の
王

子
由
美
さ
ん
が
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す

る
。

　

収
録
で
は
、
東
大
阪
新

聞
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
明
日
の
有
名
人
」、
東
大

阪
大
学
短
期
大
学
部
で
昆

虫
食
を
研
究
す
る
松
井
欣

也
教
授
な
ど
の
話
題
で
盛

り
上
が
っ
た
。

　

前
の
時
間
に
収
録
を
終

え
た
ば
か
り
の
時
長
瑠
美

子
さ
ん
（
一

般
社
団
法
人

社
会
福
祉
学

び
支
援
協
会

代
表
理
事
）

も
合
流
し
て

番
組
作
り
を

行
い
、
あ
っ

と
い
う
間
に

30
分
が
過
ぎ

た
。

　

放
送
日

は
８
月
９

日
、
ｆ
ｍ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://www.fm-

gig.net

に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ８
月

1日  ゲスト ： 亀井澄夫さん「日本妖怪研究所
代表にしてマルチクリエイター」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

8日  ゲスト ： 根岸健太郎さん「fmGIGパーソ
ナリティーという生き方」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

15日  ゲスト ： 中津孝司さん「米中貿易戦争の影響」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

22日  ゲスト ： 田中強志さん「廃プラの現状」
 （キャスター：石河亮平編集委員）

29日  ゲスト ： 三谷真一さん「河内新聞の記者
になって」 （キャスター：小野元裕社長）

腰痛の改善指導をする大向克昌さん （左） 膝痛の改善指導をする八幡晋さん （左）

左から根岸健太郎さん、小野元裕、時
長瑠美子さん、王子由美さん

山本秀雄社長（右）が部品加工を説明

の
び
の
び
健
康
倶
楽
部

― 

膝
痛・腰
痛
予
防
の
体
操
教
室 
―

モノづくり企業に

シアトルからの
お客様

2019・8・1

　

個
性
の
な
い
参
院
選
だ
っ
た
。
自
分

フ
ァ
ー
ス
ト
で
６
年
間
の
安
定
的
就
職
先

を
選
ぶ
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
驚
い
た
の

は
「
当
確
」
が
開
票
早
々
に
出
る
情
勢
分

析
だ
っ
た
。

　

投
票
所
は
人
海
戦
術
だ
。
ま
ず
受
付
は

２
人
組
で
紙
の
名
簿
を
く
り
な
が
ら
本
人
を
確
認

す
る
。そ
れ
に
選
管
と
地
元
人
に
よ
る
立
ち
会
い
、

会
場
誘
導
係
を
含
め
る
と
最
小
単
位
で
も
20
人
近

い
人
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　

手
書
き
方
式
も
問
題

だ
。
世
の
中
は
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
や
自
動

券
売
機
、
飲
食
店
な
ど
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
だ
ら
け
。

登
録
し
た
候
補
者
名
の
画
面
に
タ
ッ
チ
す
る
だ
け

で
ム
ダ
は
省
け
る
。
書
く
方
式
で
は
誤
字
・
脱
字

や
無
関
係
な
名
前
、
読
め
な
い
字
や
記
号
な
ど
を

書
く
人
が
い
る
の
で
、
有
効
か
無
効
か
の
判
定
人

が
後
方
に
控
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
こ
れ
ら

の
問
題
は
解
消
す
る
。

　

２
０
２
５
年
に
は
「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
に

な
り
、
80
歳
以
上
が
急
増
す
る
。
人
生
１
０
０
年

時
代
に
お
け
る
投
票
の
仕
方
を
情
報
技
術
を
用
い

て
早
急
に
改
革
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

投
票
率
は
予
想
通
り
48
・
80
％
と
参
院
選
で
過

去
２
番
目
の
低
さ
、
18
、
19
歳
は
31
％
と
は
情
け

な
い
。
期
日
前
投
票
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
働

き
方
の
多
様
化
も
あ
り
、
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
商

業
施
設
、
大
学
な
ど
の
投
票
所
（
当
日
も
）
を
増

設
し
た
い
も
の
だ
。
普
及
し
な
い
写
真
付
き
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

深
刻
な
の
は
地
方
の

低
投
票
率
。「
移
動
難

民
」「
役
所
統
廃
合
」
な
ど
の
影
響
で
こ
の
ま
ま

で
は
選
挙
は
遠
く
な
る
ば
か
り
。
在
外
邦
人
向
け

に
ネ
ッ
ト
投
票
の
実
証
が
始
ま
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

投
票
の
実
施
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

投
票
率
は
本
気
度
の
値
だ
。
投
票
率
は
政
党
や

候
補
者
へ
の
評
価
で
あ
る
。
多
様
性
を
尊
ぶ
参
院

で
は
、
似
た
り
寄
っ
た
り
の
金
太
郎
ア
メ
型
よ
り

も
尖
が
っ
た
個
性
（
主
張
）
を
も
つ
有
言
実
行
型

の
金
平
糖
人
間
が
ふ
さ
わ
し
い
。

晴耕雨読

選
挙
は
遠
の
く
ば
か
り

米
国
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
野
田
金
属
工
業
㈱
を
見
学

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― 35

岩　倉
炭火焼肉

で
仕
入
れ
に
間
違
い
は
な

い
。
上
バ
ラ
・
ロ
ー
ス
な

ど
は
言
う
に
及
ば
ず
、
手

羽
先
や
ホ
ル
モ
ン
類
も
し

っ
か
り
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
ル

コ
ー
ル
類
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
価
格
で
用
意
し
て
い

る
。
生
中
ジ
ョ
ッ
キ
を
２

８
０
円
（
ク
リ
ア
ア
サ
ヒ
）

で
大
サ
ー
ビ
ス
し
て
お
り
、

　

肉
料
理
と
い
っ
て
も

様
々
な
種
類
が
あ
る
。
牛

肉
の
ス
テ
ー
キ
、
鶏
肉
料

理
・
牛
・
豚
肉
の
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
、
す
き
焼
き
、
ぼ

た
ん
鍋
、
羊
肉
の
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
。
最
近
で
は
健
康

食
ブ
ー
ム
の
せ
い
か
馬
肉

も
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

岩
倉
さ
ん
は
精
肉
の
プ

ロ
で
あ
り
、
肉
の
目
利
き

東大阪市喜里川町2－19
TEL 090－1961－5902
営業時間：18時～22時30分
（土日祝は17時～22時30分）
定休日：火曜日

炭火焼肉　岩倉

東大阪市昭和町3－3

菊屋ビル3F

TEL 072－981－2211

やはた整骨院

東大阪市横沼町3―4―6

TEL 06―6720―5393

テアシス（整体院）

美
味
し
い
ホ
ル
モ
ン
と
キ

ム
チ
で
何
杯
で
も
お
代
わ

り
し
た
く
な
る
。

　

客
層
は
地
元
の
人
が
多

い
が
、
ク
チ
コ
ミ
で
遠
方

か
ら
や
っ
て
来
る
女
性
グ

ル
ー
プ
も
増
え
て
い
る
と

い
う
。
ワ
イ
ン
や
韓
国
マ

ッ
コ
リ
も
ホ
ル
モ
ン
類
と

相
性
が
よ
く
人
気
を
呼
ん

で
い
る
。

　

岩
倉
さ
ん
は
こ
れ
か
ら

も
安
く
て
美
味
し
い
も
の

を
お
客
さ
ん
に
提
供
し
て

い
き
た
い
と
笑
顔
で
語
っ

て
い
た
。 

（
小
川
秀
人
）

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、

サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
・
三

番
街
の
炭
火
焼
肉
岩
倉
。

社
長
の
岩
倉
峰
一
さ
ん

（
写
真
）
は
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
新
池
島
町
、
働
き

盛
り
の
50
歳
だ
。
店
の

屋
号
を
苗
字
か
ら
取
っ

て
「
岩
倉
」
と
し
、
２
０

１
５
年
の
11
月
に
開
業
し

た
。

　

元
々
精
肉
業
で
仕
事
を

し
て
お
り
、「
肉
の
森
田

屋
」
で
精
肉
加
工
や
店
頭

販
売
な
ど
の
業
務
を
８
年

ほ
ど
経
験
し
、
一
念
発
起

し
て
炭
火
焼
肉
店
を
開
業

し
た
。

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

精
肉
業
か
ら
焼
肉
屋
に

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

　

野
田
金
属
工
業
株
式
会

社
（
東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵

町
４
―
８
）
は
モ
ノ
づ
く

り
の
東
大
阪
の
中
で
も
ユ

ニ
ー
ク
な
存
在
だ
。
建
築

関
係
部
品
加
工
を
主
体
と

し
た
鈑
金
加
工
業
だ
が
、

小
ロ
ッ
ト
や
単
品
、
一
見

難
し
そ
う
な
依
頼
品
で
も

ま
ず
断
る
こ
と
を
し
な

い
。
こ
れ
は
創
業
者
で
現

相
談
役
、
野
田
邦
雄
さ
ん

（
90
）
の
創
業
以
来
の
ポ

リ
シ
ー
だ
。

　

そ
の
最
た
る
も
の
が
２

０
０
０
年
以
来
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
野
田
正
明
さ
ん
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
制
作

を
続
け
て
い
る
「
創
作
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
だ
。
多
く

の
金
属
加
工
会
社
が
匙
を

投
げ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制

作
を
、
野
田
邦
雄
さ
ん
率

い
る
職
人
集
団
が
見
事
に

結
実
さ
せ
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ

た
７
月
16
日
、
大
阪
商
業

大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
コ
ー
チ
西
田
辰
巳
さ
ん

引
率
の
も
と
、
米
国
シ
ア

ト
ル
近
郊
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
11
人
）

が
同
社
を
見
学
に
訪
れ

た
。
見
学
と
し
て
は
１
３

７
グ
ル
ー
プ
目
で
あ
り
、

米
国
か
ら
は
初
め
て
の
団

体
だ
。

　

工
場
見
学
の
後
、
野
田

相
談
役
が
旧
満
蒙
開
拓
団

時
代
に
作
っ
た
「
命
を
つ

な
い
だ
鍋
」
の
話
を
、
シ

ア
ト
ル
の
青
年
に
語
っ
て

聞
か
せ
た
。
通
訳
を
介
し

て
で
は
あ
る
が
、
野
田
さ

ん
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

　

６
月
18
日
、
の
び
の
び

健
康
倶
楽
部
（
本
部
・
大

阪
市
）の
東
大
阪
支
部
が
、

四
条
市
民
プ
ラ
ザ
（
東
大

阪
市
南
四
条
町
１
―
７
）

で
「
膝
痛
が
出
に
く
い
体

を
作
る
体
操
教
室
」
を
開

催
し
た
。

　

講
師
は
瓢
箪

山
サ
ン
ロ
ー
ド

商
店
街
・
や
は

た
整
骨
院
の
八

　

７
月
24
日
、
の
び
の
び

健
康
倶
楽
部
（
本
部
・
大

阪
市
）の
東
大
阪
支
部
が
、

東
大
阪
市
菱
屋
西
公
民
分

館
永
和
分
室
（
東
大
阪
市

永
和
２
―
15
―
25
）
で
、

「
毎
日
３
分
で
で
き
る
腰

痛
予
防
体
操
教
室
」
を
開

催
し
た
。

　

講
師
は
東
大
阪
俊
徳

道
・
テ
ア
シ
ス
院
長
の
大

向
克
昌
さ
ん
（
43
）
＝
写

真
＝
が
担
当
し
た
。
大
向

さ
ん
は
柔
道
整
復
師
の
資

格
を
持
ち
３
年
間
の
整
骨

院
勤
務
と
１
年
間
の
病
院

勤
務
の
後
、
16
年
前
に
整

体
院
テ
ア
シ
ス
を
開
業
し

た
。

　

当
日
の
受
講

者
は
９
人
の
女

性
だ
っ
た
が
、

大
向
さ
ん
の
分

か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
根

源
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
な
ぜ
腰
痛
が
治
ら
な

い
の
か
？　

ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
、
下
半
身
の
鼠そ

径

部
と
腸
腰
筋
と
の
密
接
な

関
係
を
説
明
、
腰
そ
の
も

の
の
痛
み
で
は
な
い
こ
と

を
説
明
し
た
。

　

素
人
判
断
で
腰
痛
の
ポ

イ
ン
ト
を
理
解
せ
ず
に
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
・
鍼
・

ス
ト
レ
ッ
チ
・
電
気
療
法

等
を
試
し
て
み
て
も
あ
ま

菱屋西会場 瓢箪山会場

彼
ら
の
心
に
届
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。

パーソナリティー根岸健太郎さん
fmGIG番組 「ワイガーヤ！」

本紙社長小野元裕が出演
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東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年８月１日（木）

　

会
場
は
、
は
ち
き
れ
ん

ば
か
り
の
笑
い
の
波
状
攻

撃
で
揺
れ
て
い
た
。

　
「
幻
の
都
」
と
い
わ
れ

た
由
義
寺
（
七
重
の
塔
）

遺
跡
や
称
徳
天
皇
、
道
鏡

な
ど
を
通
じ
て
、
郷
土
の

歴
史
と
文
化
を
落
語
で
身

近
に
引
き
寄
せ
る
企
画

だ
っ
た
。

　

同
郷
の
人
び
と
が
道
鏡

の
時
代
を
語
り
始
め
た
意

義
は
大
き
い
。
１
３
０
０

年
前
は
八
尾
が
国
の
中
心

（
首
都
）だ
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
し
、
大
切
に
後
世
へ

伝
え
た
い
。（
石
河
亮
平
）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2019 年９月６日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1994 年４月２日～ 2004 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2019年10月14日（月・祝）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

再びこの地を踏まず
―異説・野口英世物語―

日　程　2019 年９月３日（火）
　　　　14：00開演（13：00開場） ※16：45終演予定
　　　　 ※公演終了後、ロビーにて出演者によるアフタートークを予定。 
会　場　八尾プリズム小ホール（八尾市文化会館） 
チケット　全席指定・税込
●一般4,200 円（当日 300円増）
●フレッシュシート 25：1,000 円 ＜25歳以下＞
●障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）：3,600円（当日300円増）
　※25歳以下・障がい者割引チケットご購入の際は証明書（学生証・障がい者手帳など）
　　をご提示ください。
　※就学前のお子様のご入場はご遠慮下さい。

文学座公演

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

テ
レ
ビ
の
選
挙
速
報
を
見
な
が
ら
、
タ
ラ
ス
教

授
の
苦
虫
を
噛
み
潰
し
た
よ
う
な
表
情
を
思
い
浮

か
べ
た
。

　

当
初
は
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

議
会
選
だ
っ
た
が
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
新
大
統
領
は

四
面
楚
歌
の
状
態
で
持
た
な
い
と
判
断
し
、
前
倒

し
し
て
今
日
７
月
21
に
断
行
し
た
の
だ
。
１
院
制
、

定
数
４
５
０
だ
が
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
や
東
部
で
は
選

挙
が
で
き
な
い
の
で
、４
２
４
議
席
と
な
っ
て
い
る
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
富
豪
コ
ロ
モ
イ
ス
キ
ー
の
傀

儡
と
し
て
大
統
領
と
な
っ
た
も
の
の
、
新
し
く
作
っ

た
政
党
「
国
民
の
し
も
べ
」
を
支
援
す
る
人
は
少
な

い
と
考
え
て
い
た
タ
ラ
ス
教
授
の
希
望
的
予
想
は

大
い
に
覆
さ
れ
た
。選
挙
結
果
は
、「
国
民
の
し
も
べ
」

42
％
超
で
第
１
党
に
。
親
露
派
政
党
「
野
党
連
合
」

13
％
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
前
大
統
領
の
「
欧
州
連
合
」

８
・
６
％
、
テ
ィ

モ
シ
ェ
ン
コ
元
首

相
の
「
祖
国
」
８

％
、
人
気
歌
手
バ

カ
ル
チ
ュ
ク
の
新

党「
声
」６
・
４
％
。

当
初
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
は
「
声
」
と
組

む
意
向
を
示
し
て

い
た
が
、
単
独
過

半
数
を
確
保
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ

た
途
端
、
手
を
結

ぶ
こ
と
を
や
め
る

声
明
を
出
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
欧
州
連
合
」
が
こ
こ
ま
で
不

人
気
な
の
か
と
驚
か
さ
れ
る
。
キ
エ
フ
だ
け
で
な

く
、
各
都
市
の
あ
ち
こ
ち
に
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
大

き
な
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て
挑
ん
だ
選
挙
戦
だ
っ
た

が
、無
残
と
も
言
え
る
数
字
だ
。
ポ
ス
タ
ー
に
は「
Ｅ

Ｕ
に
入
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
国
民
は
、
汚

職
ま
み
れ
の
プ
ロ
の
政
治
家
よ
り
も
素
人
の
人
気

者
が
い
い
の
だ
。
言
葉
だ
け
の
Ｅ
Ｕ
入
り
、
ロ
シ

ア
対
抗
措
置
に
疲
れ
果
て
た
の
だ
ろ
う
。

　

２
５
０
０
年
前
に
書
か
れ
た
中
国
の
兵
法
書
「
孫

子
」
は
、
長
期
戦
が
い
か
に
国
力
を
損
な
わ
せ
、

国
民
を
不
幸
に
す
る
か
を
説
い
て
い
る
。
ロ
シ
ア

と
の
戦
争
で
費
や
し
た
５
年
の
歳
月
は
長
過
ぎ
た
。

今
後
も
い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
な
い
戦
い
。
国
民

は
疲
れ
切
っ
て
い
る
の
だ
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
130

「国民のしもべ」 が第１党に

ウクライナ

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所
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八
尾
菊
花
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
落
語
家
・
林
家

染
太
さ
ん
を
招
い
て
６
月

23
日
午
後
、
龍
華
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階

（
八
尾
市
南
太
子
堂
２
）

で
「
道
鏡
落
語
」
の
会
を

開
い
た
。
会
場
は
50
人
の

定
員
を
超
え
立
見
席
を
含

め
た
大
入
り
満
員
状
態

だ
っ
た
。

　

こ
の
企
画
に
つ

い
て
主
催
者
の
八

尾
菊
花
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
北
畑
英
樹
氏

（
社
会
福
祉
法
人
英
芳
会

施
設
長
・
医
学
博
士
）
は

趣
旨
を
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。

　
「
道
鏡
の
人
物
評
価
が

芳
し
く
な
く
悪
人
扱
い
さ

れ
て
い
る
の
で
、
書
物
な

ど
で
調
べ
る
と
、
そ
う
で

は
な
く
た
い
へ
ん
偉
い
お

坊
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
八
尾
市
東

弓
削
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
由
義
寺
の
塔
の
基
壇
の

発
見
で
、
称
徳
天
皇
と
弓

削
道
鏡
が
建
立
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
２
月
、
国
史
跡

の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
弓
削
道
鏡
に
や
さ
し

く
分
か
り
や
す
く
迫
ろ
う

と
、
林
家
染
太
さ
ん
に
真

実
に
近
い
話
を
落
語
で

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

道
鏡
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い

９
８
４
年
に
発
表
さ
れ

た
「
ジ
ョ
ゼ
と
虎
と
魚

た
ち
」
が
２
０
０
３
年

に
映
画
化
さ
れ
、
当
時

付
き
合
っ
て
い
た
彼
と

一
緒
に
映
画
館
ま
で
見

に
行
っ
た
の
が
最
初

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。

　

足
が
悪
い

ジ
ョ
ゼ
と
大
学

生
の
恒
夫
の
不

安
定
で
不
思
議

で
エ
ロ
テ
ィ
ッ

ク
な
恋
愛
関
係
を
描
い

た
作
品
だ
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
梅
雨
時
の
よ
う

な
、
薄
暗
い
世
界
の
中

に
垣
間
見
え
る
明
る
さ

に
、
な
ん
と
表
現
す
れ

人
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

　

昨
年
３
月
、
八
尾
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
プ
リ
ズ

ム
ホ
ー
ル
で
特
別
事
業
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
に
し
え

の
由
義
寺
跡
か
ら
」
を
開

催
し
た
。
今
回
は
そ
の
入

門
編
と
い
え
る
も
の
。

　

林
家
染
太
さ
ん
は
関
西

大
学
卒
業
後
、
４
代
目
林

家
染
丸
さ
ん
に
入
門
。
天

満
繁
昌
亭
を
中
心
に
全
国

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い

初
め
て
の
感
覚
で
、
見

終
わ
っ
た
後
に
た
だ

た
だ
切
な
さ
が
残
っ

た
。
20
歳
だ
っ
た
私
は

こ
の
結
末
に
納
得
で
き

ず
、
原
作
を
読
ま
な
く

て
は
と
本
屋
に
走
っ
た

の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

原
作
を
読
ん
で
も
こ
の

作
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

は
っ
き
り
と
受
け
取
る

こ
と
は
で
き
ず
に
モ
ヤ

モ
ヤ
し
た
の
を
覚
え
て

　

大
学
の
大
先
輩
で
あ

る
田
辺
聖
子
さ
ん
が
６

月
６
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

大
学
在
学
中
か
ら
先
輩

で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て

い
た
が
、
ま
さ
か
自
分

が
田
辺
聖
子
さ
ん
に
つ

い
て
書
く
日
が
来
る
な

ん
て
、
当
時
の
私
は
考

え
も
し
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　

僭
越
な
が
ら
、
私
と

田
辺
聖
子
作
品
と
の
思

い
出
を
こ
こ
で
書
い
て

み
よ
う
と
思
う
。

　

初
め
て
田
辺
聖
子
の

世
界
に
触
れ
た
の
は
大

阪
樟
蔭
女
子
大
学
の
在

学
中
。
き
っ
か
け
は
１

各
地
で
独
演
会
、テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
で
活
躍
中
。
と
り

わ
け
英
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
を
駆
使

し
て
の
落
語
は
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
国
際
派
の

若
手
だ
。
５
月
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
で
公

演
、
８
月
に
は
ブ
タ
ペ
ス

ト
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
で
演

じ
る
と
い
う
。

　

ま
ず
は
古
典
落
語
「
時

そ
ば
」。
う
ど
ん
に
置
き

い
る
。

　

16
年
の
時
が
経
ち
、

も
う
一
度
原
作
を
読
ん

だ
。
他
府
県
の
人
が
読

ん
で
分
か
る
の
か
な
と

思
う
く
ら
い
の
大
阪
弁

と
テ
ン
ポ
の
い
い
文
章

に
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
っ
た
。

　

読
み
終
わ
っ
た
後
、

不
思
議
な
こ
と
に
「
な

ん
と
前
向
き
な
話
な
ん

だ
ろ
う
」
と
い
う
感
想

を
持
っ
て
い
る
〝
今
〞

の
私
が
い
た
。
人
と
の

換
え
汗
を
か
き
な
が
ら
の

炎
上
熱
演
の
後
、
１
分
で

衣
裳
替
え
。
お
坊
さ
ん
の

話
ら
し
く
僧
衣
姿
（
？
）

で
再
登
場
。

　
「
続
日
本
紀
」
を
も
と

に
し
て
、由
義
寺
建
立（
７

７
０
年
）
の
記
述

か
ら
始
ま
り
、
道

鏡
の
生
い
立
ち
、

称
徳
天
皇
と
の
出
会
い
、

権
力
争
い
の
な
か
法
皇
へ

と
頂
点
を
極
め
て
い
く
波

乱
万
丈
の
生
涯
を
自
作
の

フ
リ
ッ
プ
を
め
く
り
な
が

ら
面
白
く
、
真
面
目
に
演

じ
た
。

出
会
い
や
関
わ
り
の
な

か
で
、
幸
福
を
感
じ
る

の
と
同
時
に
、
苦
し
さ

や
切
な
さ
も
味
わ
う

が
、
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
未
来
を
憂
う
の

で
は
な
く
、〝
今
〞
の

気
持
ち
を
一
番
大
切

に
、〝
今
〞
を
目
一
杯

楽
し
ん
で
い
る
自
分
を

感
じ
続
け
れ
ば
い
い
、

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
れ
た
。〝
今
〞

の
自
分
が
未
来
の
自
分

に
対
し
て
で
き
る
こ
と

は
、〝
今
〞
見
れ
る
も

の
を
見
て
、〝
今
〞
触

れ
れ
る
も
の
に
触
れ
、

〝
今
〞
会
い
た
い
人
に

会
う
こ
と
だ
と
、
改
め

て
思
っ
た
。

　

色
あ
せ
な
い
作
品

は
、
最
初
に
触
れ

た
時
に
は
意
味
が

分
か
ら
な
く
て

も
、
時
を
経
て
、

ま
た
触
れ
た
時
に

「
い
ろ
ん
な
人
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
あ

の
頃
よ
り
も
人
の
心
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
ん
や

よ
、
大
丈
夫
」と「
考
え

方
の
変
化
」や「
心
の
成

長
」
を
そ
の
人
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
実
感
し
た
。

　

執
筆
を
始
め
て
か

ら
、
一
体
何
を
伝
え
た

く
て
書
い
て
い
る
の

か
、
と
自
分
を
見
失
い

が
ち
な
私
に
「
あ
ん
た

大
丈
夫
や
、
自
信
も
っ

て
頑
張
り
や
！
」
と
大

先
輩
に
言
わ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。「
私
は

田
辺
聖
子
さ
ん
の
後
輩

や
か
ら
い
け
る
わ
」
と

自
分
を
自
分
で
盛
り
上

げ
て
、
一
文
字
一
文
字

書
き
進
め
て
い
く
し
か

な
い
、
と
ス
イ
ッ
チ
が

パ
チ
ン
と
入
る
音
が
し

た
。

　

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
第
１
４
２
３
回
例
会

が
７
月
９
日
に
八
尾
商
工

会
議
所
（
八
尾
市
清
水
町

１
）で
開
か
れ
た
。２
０
１

９
年
度
の
初
例
会
と
あ
っ

　

６
月
２
日
、
午
後
の
部

で
は
音
弦
Ｎ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る

琴
の
演
奏
と
天
理
教
中
河

大
教
会
雅
楽
部
に
よ
る
雅

楽
演
奏
と
舞
楽
。
み
や
び

の
世
界
に
50
人
を
超
え
る

聴
衆
は
魅
了

さ
れ
た
。
そ

の
舞
台
を
取

材
し
た
。

　

十
数
人
の
奏
者
に
よ
る

雅
楽
器
の
生
演
奏
は
古
民

家
の
中
庭
に
よ
く
ひ
び
い

た
。
雅
楽
は
今
か
ら
１
４

０
０
年
前
、
飛
鳥
時
代
の

て
、
参
加
者
は
潑
剌
と
し

た
気
持
ち
で
参
加
し
た
。

　

会
長
に
株
式
会
社
日

本
海
の
稲
垣
俊
彦
社
長

（
58
）
が
、
幹
事
に
株
式

会
社
ポ
リ
セ
ン
タ
ー
の
松

本
忠
賜
社
長
（
54
）
が
、

会
計
に
医
療
法
人
幸
晴
会

中
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
玉
田

浩
常
務
理
事
（
64
）
が
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　
「
稲
垣
丸
」
の
出
港
と

と
い
う
こ
と
で
、
稲
垣
会

長
は
船
長
に
扮
し
て
、
参

加
者
を
喜
ば
せ
た
。
松
本

幹
事
、
玉
田
会
計
は
そ
れ

ぞ
れ
船
員
の
姿
に
扮
し
、

稲
垣
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
。「
友
愛
の
絆
を
未
来

へ
つ
な
い
で
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ

こ
ろ
中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
伝
来

し
、
日
本
古
来
の
音
楽
と

融
合
し
て
、
平
安
時
代
に

な
っ
て
、
日
本
人
に
合
う

よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

と
い
う
。

　
「
越え

天て
ん

楽ら
く

」
に
次
い
で
、

「
ふ
る
さ
と
」
の
演
奏
で

は
会
場
の
人
た
ち
と
合
唱

を
楽
し
ん
だ
。
ト
リ
は
舞

楽
「
陵
王
」
だ
。
中
国
の

ｒ
ｖ
ｅ
」
と
い
う
会
長

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
奉
仕
活

動
に
取
り
組
む
。

　

な
お
、
八
尾
市
内
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
新
会
長

は
次
の
通
り
だ
。

　

八
尾
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
＝
能
勢
昌
彦
会

長
、
八
尾
菊
花
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
＝
西
村
敏
昭
会

長
、
八
尾
う
ぐ
い
す
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
＝
柴
田
堯

子
会
長
、
八
尾
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
＝
笠
井
実
会

長
、
八
尾
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
＝
長
尾
穣
治
会

長
、
八
尾
中
央
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
＝
露
原
行
隆

会
長
。

南
北
朝
時
代
に
実
在
し
た

悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
物

語
。
彼
は
あ
ま
り
に
も
美

し
く
優
し
く
て
民
衆
に
慕

わ
れ
た
が
、
戦
時
に
は
味

方
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
お
そ
ろ
し
い
面
を
つ

け
て
軍
を
鼓
舞
さ
せ
た
と

い
う
故
事
に
ち
な
ん
で
つ

く
ら
れ
た
舞
だ
。

　

勇
壮
闊
達
な
一
人
舞
の

傑
作
と
言
わ
れ
る
「
陵

王
」。
刺
繍
が
施
さ
れ
た

龍
の
き
ら
び
や
か
な
衣
装

を
ま
と
い
、
激
し
く
、
時

に
は
穏
や
か
に
舞
う
の

は
、
天
理
教
中
河
大
教
会

雅
楽
部
の
西
川
知
広
さ
ん

（
46
）
で
あ
る
。

　

河
内
木
綿
の
問
屋
を
営

ん
で
い
た
と
い
う
古
民

家
・
茶
吉
庵
は
築
２
５
０

年
だ
。
子
ど
も
の
頃
、
カ

ヤ
葺
き
だ
っ
た
茶
吉
庵
を

知
る
細
川
寿
美
子
さ
ん

（
71
）
は
「
地
域
に
密
着

し
て
、
な
か
な
か
鑑
賞
で

き
な
い
雅
楽
や
舞
楽
な
ど

い
い
も
の
を
タ
ダ
で
見
せ

て
も
ら
え
て
感
動

し
て
い
ま
す
」
と

話
し
た
。
ま
た
、

八
尾
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
次
回
12
月

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
披

露
す
る
と
い
う
。

　

琴
や
雅
楽
な
ど
日
本
の

代
表
的
伝
統
文
化
が
郷
土

の
伝
統
的
建
造
物
と
一
体

に
な
る
演
出
は
秀
逸
だ
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
薪
能

が
ふ
さ
わ
し
い
。
伸
び
し

ろ
が
大
き
い
だ
け
に
期
待

し
た
い
。 

（
石
河
亮
平
）

八尾ライオンズクラブの新３役（左から
玉田浩会計、稲垣俊彦会長、松本忠賜幹事）

トリは舞楽「陵王」

天理教中河大教会雅楽部が熱演

新たに作った道鏡落語を披露する林家染太さん

友
愛
の
絆
を
未
来
へ
つ
な
い
で
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
初
例
会
開
催

会
場
は
定
員
を

超
え
大
入
り
満
員

本
当
の 「
道
鏡
」 を
落
語
で

八尾
恩智 「おものぎの里」 文化祭

　

恩
智
神
社
（
八
尾
市
恩
智
中
町
５
）
の
大
鳥
井

の
前
に
「
茶
吉
庵
」
と
い
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
古
民
家
が
あ
る
。
近
鉄
恩
智
駅
下
車
、
恩
智
神

社
に
向
か
う
こ
と
徒
歩
８
分
。
こ
こ
は
陶
芸
や
ヨ

ガ
、
ら
く
ら
く
体
操
な
ど
様
々
な
文
化
活
動
の
拠

点
だ
。
年
に
２
回
の
「
お
も
の
ぎ
の
里
」
文
化
祭

は
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
お
披
露
目
す
る
発
表
会

で
も
あ
る
。地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
も
の
で
入
場
・

出
演
は
す
べ
て
無
料
。

雅
楽
演
奏
と
舞
楽 「
陵
王
」

田
辺
聖
子
作
品
の
よ
う
に
時
代
が
変
わ
っ

て
も
色
あ
せ
な
い
作
品
を
書
き
た
い

旅
行
作
家 

野
田
裕
子

八
尾
菊
花
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催
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